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―東京の戦争遺跡を通して歴史と平和を考える－ 
  
地球温暖化が危惧される中、ラニ

ーニャ現象のためか、とりわけ暑か

った今年の夏、第１１回戦争遺跡保

存全国シンポジウム東京大会が国立
市一橋大学を会場に、８月１８日

（土）～２０日（月）３日間に渡っ

て開催されました。全国各地で行わ
れてきたこのシンポジウムを「東京

大空襲」の惨禍を受けた日本の首都

で行う意義は大変大きく、全国各地

から３５０名以上の参加者が集まり、
戦争の被害と加害、戦争遺跡の調査、

研究、保存運動のあり方を参加者全

員真摯に話し合いました。 
日吉台地下壕保存の会は戦争遺跡

保存全国ネットワーク設立団体のひ

とつとしてこの大会に当初から参加

してきましたが、今年は本会から１８名の参加があり、神奈川県全体でも「陸軍登戸研究所
の保存をすすめる川崎市民の会」「貝山地下壕の保存をすすめる会準備会」の皆さんをはじ

め４０名にのぼる参加者がありました。 
 会場の一橋大学は戦前は東京高等商業学校、東京商科大学として日本の実業界に幾多の人
材を送り出し、戦時中は東京産業大学と改名し、戦後国立一橋大学となりました。戦争中は

陸軍電波兵器練習部隊が置かれ、中島飛行機武蔵製作所の疎開施設にもなったところです。

大会の中でキャンパスの見学会も行われ、歴史とアカデミズムを感じさせられるレンガ造り

の建物が並ぶ中で、有名な兼松講堂が一際目を引きました。 
  大会第一日目（８月１８日）の午前中は全国ネットの会員総会が行われ、文化庁との懇談

会の報告など会のこれまでの活動の報告、個人会員を増やす、会費納入など会の組織の問 

日吉台地下壕保存の会会報 
第８４号 

日吉台地下壕保存の会 

十菱駿武氏(山梨学院大学) 
戦争遺跡保存全国ネットワーク代表 

 



（２）                     ２００７年９月１４日（金） 第８４号  

題、次年度以降の活動の方向性など話し

合われ、来年度は愛知県での大会開催を

追求することが決められました。今年も

本会から全国ネットの運営委員として２
名が参加しています 
 午後は、開会行事の中で来賓の関口国

立市長の挨拶の後、「現代日本に於ける

戦争の記憶と戦争責任問題」と題して吉

田裕（ゆたか）一橋大学大学院教授の基

調講演がありました。その後以下４つの

報告が行われ、夕方は一橋大学生協の食

堂大ホールで全国交流会が行われ、年一

回の交歓を新たにしました。 
 
 ＜報告＞ 
・「戦争遺跡保存運動の到達点と課題」

   大日方悦夫（全国ネット運営委員） 
・ 「扶桑社版教科書を使っている東京杉並区での取り組み」  

鈴木織江（ひらかれた歴史教育の会） 
・「小笠原・硫黄島の戦争遺跡の実態」安島太佳由（戦跡写真家） 
・「沖縄陸軍南風原壕群２０号の整備と公開」上地克也（南風原町文化センター） 
 
大会第二日目（８月１９日）は２９本の報告が以下４つの分科会に分かれ行われました。 

本会からは第一、第二分科会に報告を行いました。 
   第一分科会「保存運動の現状と課題」 
   第二分科会「調査の方法と保存整備の技術」 
   第三分科会「平和博物館と次世代への継承」 
   特別分科会「軍都東京の戦争遺跡」 
その後の全体集会では各分科会の報告と大会アピールが採択されました。 
 
   大会第三日目（８月２０日） 
軍都東京の実相を知るフィールドワークは都内４箇所のコースに分かれて実施されました。 
Ａコース   しょうけい館、靖国神社、遊就館 
Ｂコース  女達の戦争と平和資料館 
Ｃコース   旧陸軍省・東京裁判法廷、青山練兵場、軍用停車場跡、 
     「出陣学徒壮行の碑」他 
Ｄコース  立川飛行場跡、東大和日立航空機変電所、中島飛行機三鷹研究所、 
     調布飛行場掩体壕、浅川地下壕                               
※ 詳細は今後発行される「戦争遺跡保存全国ネットワーク・ニュース」及び「大会年報」

をご参照下さい。 

 
 
 

 

○第一分科会            報告者  渡辺清(日吉台地下壕運営委員) 
   第１１回戦争遺跡保存全国シンポジウム東京大会８月１８日（土）～２０日（月）に一橋

大学国立キャンパスで行われました。８月１９日、二日目第一分科会「保存運動の現状と課

題」として私は「日吉台戦争遺跡ガイド養成講座を受講して」と題して発表しました。日吉

で生まれ、育ちましたが連合艦隊地下壕にしても、艦政本部地下壕にしても、単なる防空壕

発表 
 

吉田裕 一橋大学大学院教授 
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だと思っていました。地元  ということもあり、脳裏

に浮かぶこともあり、強い思いを感じます。戦後６２

年、戦争体験者が少なくなる中、戦争の悲惨さ、平和

の尊とさを後世にいかに伝えたらよいか、今まさに「ヒ

ト」から「モノ」（戦争遺跡）に語らせることが求めら

れています。そのような意味で戦争遺跡は貴重な遺産

です。日吉台地下壕保存の会としても遺跡を大切に平

和学習に活用していきたいと思います。私自身もサポ

ート実習からガイドとして説明できるよう頑張ってい

きたいと思います。 
     

 
○第二分科会            

「神奈川県横浜市日吉台地下壕の調査と方法」の概要   
千葉 毅（慶應義塾大学大学院） 

 神奈川県横浜市日吉台には、連合艦隊司令部地下壕をはじめとして大小多くの地下壕が存

在しています。今回の発表では、それらの内これまでに調査を行うことのできた三箇所につ

いての調査結果と、調査を行うにあたっての留意点などをご報告させていただきました。以

下にその概要を記します。 
 2002 年には箕輪海軍省艦政本部地下壕の測量調査を行いました。その際に内部の仕上げ方

法に場所により違いがあることや排気・排水・配電施設の構造を確認し記録することが出来

ました。戦況が悪化するにつれて地下壕構築の資材が確保できなくなると、当初コンクリー

トで仕上げていた天井や床を素掘りのままで済ませてしまったり、被災した住宅から大谷石

を運び地下壕構築のために使用したりすることもあったようです。 
 2003 年に行った連合艦隊司令部地下壕の排土調査では、木煉瓦や碍子

が い し

、木札、釘、 鎹
かすがい

、

ガラス管、さらに当時慶應義塾の備品に取り付けられていた金属製のタグなど、明らかに連

合艦隊司令部地下壕で使用されたと考えられる遺物を回収することが出来ました。排土調査

で得られたものなので出土状態や後世の混入についての検討も必要ですが、連合艦隊司令部

地下壕で使用されていたものの一部を知ることができました。 
 2005 年、2006 年にはキャンパス周辺から発見

された小規模な地下壕を測量調査しました。これ

らはその構造や規模から、民間の「防空壕」ある

いは本土決戦を想定して構築された「戦術用地下

壕」にあたるものと考えることが出来ます。この

ような民間の地下壕についての記録は少なく、今

回調査した地下壕についてもその性格付けを行

うのは容易ではありません。また小規模であるた

め注目されることも少なく、記録されずに破壊さ

れる場合が多いのが現状です。しかし、このよう

な小規模地下壕は、本土決戦への意識や空襲に対

する民間人の対応の状況を知るためには無視す

ることの出来ない―連合艦隊司令部地下壕のよ

うな大規模地下壕とは異なった角度の―情報を持っていることは確かだと言えるでしょう。

やはり可能な限り、記録保存することが必要と考えます。 
 当日は日吉台地下壕保存の会の皆様や白井厚先生には大変お世話になりました。この場を

お借りして御礼申し上げます。 

第一分科会 渡辺 清(運営委員) 

千葉 毅氏（慶應義塾大学大学院） 
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フィールドワーク 
 
○Ｃコースに参加して 
             川口重雄(田園調布学園教員・丸山眞男手帖の会) 

 気温３５,９度。８月２０日午前９時、フィー

ルドワークＣコース参加者３０数名はＪＲ市ヶ

谷駅に集合、新宿平和委員会の長谷川順一さん

の案内で、市谷木村町の防衛省に向かいました。

１月９日に「省」になったばかりの正門の、表

札の揮毫は久間章生氏。「しょうがない」前大臣

です。 
 面会受付所脇で運転免許証かパスポート、つ

まり顔写真付きの証明書を見せろという入念な

チェックの後、構内へ。情報保全隊のリストに

まずは入ったのだと思いながらエスカレーター

で儀仗広場に上がると、改めてそこが海抜３３

ｍの微高地・市ヶ谷台であることに気付かされ

ます。市ヶ谷台は江戸城の西、甲州街道の入口を扼する戦略上の拠点として尾張徳川家の上

屋敷に、そして戊辰戦争の時には、まっ先に官軍が占拠して海抜の低い江戸城をにらみまし

た。維新後に明治政府に献納（没収）された約

２７万ヘクタールの敷地には、１８７４年陸軍

士官学校が設けられ、１９４１年からは大本営

陸軍部など陸軍の中枢部が置かれました。 
 現在、市ヶ谷記念館として復元・公開されて

いる士官学校１号館（１９３７年建設完成）に

は、戦後の極東国際軍事裁判の法廷となった講

堂や、１９７０年三島由紀夫が乱入・割腹自殺

した校長

室（陸軍

大臣室か

ら戦後陸

上自衛隊

東部方面

総監室）、旧便殿（陛下
．．

の休憩所）が残されています。 
 暑い日射しを避けて木立のかげに入ろうとすると、

「そこに見える灯籠は地下壕のカモフロージュした通

気孔です」という長谷川さんの声。今は立入ることの

できなくなった市ヶ谷台の地下もまた戦争遺跡。過去

も、そして現在も新宿が軍都であることを確認しなが

ら、午後は日清戦争のために造られたＪＲ総武線旧御

所トンネル、陸軍輜重
しちょう

兵第一大隊兵舎（現・慶応大学

病院脇）跡の境界石や「学徒出陣壮行の地」碑、青山

練兵場（現・神宮外苑聖徳絵画館裏）跡の明治天皇葬

場殿址などを見学しました。 

防衛省 正面 

防衛省前の会員 
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○ D コースの感想 
蔵本悠介 中央大学法学部   

 

立川駅の北にある多摩信用金庫前に集合する。この場所は立川飛行場の正門跡。通勤通学

の人達が足早に通り過ぎていく。ここは完全に日常に埋没してしまっているように感じた。

バスに乗り旧日立航空機変電所へ向かう。 

変電所がある都立公園の周りにはマンションも建っていて、親子が公園で楽しそうに遊ん

でいる。そんな平和そのものであるような光景のすぐ横に、無数の弾痕を残し、戦争の惨禍

を声高に主張する建物が鎮座している。異様な光景だった。変電所だけガラスケースで隔離

され、触ることができないような、そんな違和感を感じた。 

次は国際基督教大学（ICU）。ここはかつて中島飛行機三鷹研究所だった。改装されて ICU

の本館となっている建物はもともと研究所の「研究本館」だったが、今ではその過去を忘れ

てしまったかのように、のんびりとしたキャンパスの一部になっていた。 

三つ目は武蔵野の森公園にある掩体壕。綺麗に整備された公園の中に、鉄骨の飛び出した

粗いコンクリートをそのままに、フェンスで囲まれた掩体壕が弱々しく横たわっていた。 

最後は浅川地下壕だった。普通の民家の裏庭から地下壕に入る。中は予想していたより遙か

に広く、空気もかなり冷たい、そして当たり前だが光はなかった。完全に外界から遮断され

て時間が止まりどこまでも続く地下壕と暗闇が、今にも再び動き出しそうで少し恐ろしかっ

た。 

今回見学した場所はどこも身近な場所であった。やはり戦争はどこか遠い国や遠い昔の話

ではないと実感すると同時に、身近にあるだけにその意味を意識しなければ戦争遺跡も日常

の一部となって価値を失ってしまうと感じた。 

 

 

 
感想 

 
 
○ 戦争遺跡保存全国シンポジウム東京大会に参加して 

 石橋 星志 
 
 今年は東京大会。初参加を楽しみにしていた所、実行委員会に入ることになり、初日の司
会、２日目の分科会の発表、プレイベントの靖国ガイドにと駆け回りました。 
 報告した特別分科会では「東京の戦争遺跡」をテーマに、浅川地下壕、調布飛行場>の掩体

壕発掘調査、軍医学校跡地の人骨問題、武蔵野の戦跡を米軍偵察写真から確認する試みなど
の報告もありました。 
 武蔵野の米軍偵察写真の報告は、日吉についても同じものがあれば、日吉の空襲の実態解

明や、米軍が地下壕や日吉のキャンパスをどう見ていたかが分かるという面でも、今後の参

考にしたい内容だと感じました。 
 日吉の会に入り、１年足らずでの参加でしたが、各地でも状況に合わせ工夫をしながら、

地道な活動の積み重ねをしていることを改めて感じ、意見交換の活気にも刺激>を受けました。 
 私はガイドの経験を積みながら、来年の大会を迎えられればと思っています。 
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 ○ 戦跡シンポに参加して 

                                              関崎 益男 
   ８月１８・１９日、上記全国大会に参加させていただいた。さて会場は国立市にある一橋
大学で、伊東忠太（１８６７～１９５４）設計の兼松講堂や図書館の建築などで有名だとい

う。西キャンパスのこの講堂は戦時中飛行機のエンジン部品をつくる軍需工場だった。鉄筋

コンクリート造り２階建てで、２０００年に国の登録指定文化財になった。１８日（土）は
午前中の全国ネットワークの全員総会に続き、午後は全体集会シンポジウムが開催された。

十菱駿武（全国ネット代表）の主催者挨拶に続き、なんと若い関口国立市長の来賓挨拶があ

った。国立市は２０００年平和都市宣言をし、その中で「正しい戦争」などというものはな

いと高らかに宣言している。参加者は約３５０名。基調講演は私とほぼ同世代の吉田裕（ゆ
たか）一橋大学大学院教授・日本近現代史で「現代日本における戦争の記憶と戦争責任問題」

のテーマで興味深く話された。内容は（１）事実

と記憶・忘却の関係、（２）２３０万人の戦死者
は殆どが餓死者、（３）「指導者責任観」と「戦

争受認論（戦争から生ずる犠牲は全ての国民が等

しく受認すべきである）」というダブル・スタン
ダードが国民意識の中で共存している。（４）現

在の自衛隊員の中で相対してヒトを殺した経験の

ある人はいない。（８０年代に全て退職）（５）

先輩の研究者、藤原彰氏との小さな“違和感”を
大切にし、縮める努力が必要。（６）戦場・戦争

の現実に対するリアルな想像力をいかに回復する

かなどであった。４人の報告、大日方・鈴木・安
島・上地氏の内容も充実していた。特に安島太佳

由（戦跡写真家）の「小笠原・硫黄島（いおうと

う）の戦争遺跡の実態」スライド・写真は映画「父

親達の星条旗」を見ていただけに印象に残った。
今回のシンポジウム参加で川崎・山梨・館山（千

葉）みなかみ（群馬）に続き５回目となった。 
 
           
  全国ネットワーク・ニュースより（抜粋） 

 
 
 ○ ７月１０日（火）文化庁文化財調査官との懇談会開催 
 
  ７月１０日午前１１時から１２時過ぎまで文科省入り口脇の会議室で懇談会は行われまし

た。文化庁からは史跡部門担当福家清司主任調査官、山下信一郎調査官、全国ネットからは

十菱駿武、村上有慶代表、新井揆博本会副会長はじめ８名が出席しました。 
懇談で文化庁から要旨以下の回答が得られました。 
  １．今年度発行される「近代遺跡－軍事遺跡」に関する報告書の内容と発刊時期について

全国分布調査対象５４４件のうち５０件について報告する。遅れていた沖縄の原稿も届いた
ので、これから編集し、価格なども検討の上、年度内には報告書を出したい。 
  ２．文化財への指定の動きは、松代の高校生などからも要望書を頂いているが、現在調査

段階であり、指定となると「審査会」などへ依頼をしなければならない。これまでどちらか

というと国が先に立って調査をお願いしてきたが文化財本来のあり方からすると市町村なり
が積極的に取り上げていただかないと難しい。 

安島太佳由氏（戦跡写真家） 

２００７．９．１２東京新聞 
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 ３．日吉・登戸・京都などの要望について 日吉は慶応大学との関係で調整をしている。

登戸も明治大学と学習会を持って資料展示室の設置案を出したりしている。要は所有権者と

自治体との話し合いが必要である。自治体での指定を踏まえて国、県ということになる。所

有権者や自治体が動かないと国としては動けない。 
  ４．札幌月寒の「北の大本営」取り壊しについて。 
  ５．特殊地下壕取り壊しについて（ニュース参照） 
   丁寧な対応をされ、一時間過ぎても打ち切る態度ではなかったが、今年度中に報告書を出
すのでそれを見て欲しい。各所からの要望については国が出て、指定せよとか、保存せよと

か言える立場ではないというスタンスでした。 
 
 ○ 全国の団体・個人に地道な活動の表彰が行われる。 
 
  一昨年本会が受賞した神奈川新聞地域活動賞に続いて全国各地の戦争遺跡保存団体・個人

が地道な活動を認められ、表彰を受けたという報せが相次いでいます。「戦争遺跡」という

「負の遺産」に関わる地味な活動が戦後６２年たってようやく社会的認知を受けた思いがし

ます。これらの報せを励みに今後も戦争と平和の意味を問い続けていきたいものです。 
  ★館山の「戦跡文化財保存活用フォーラム」内閣官房長官賞を受賞 
（１８年度あしたのまち・くらしづくりフォーラム）（２００６．１２．４） 
         東京代々木国立オリンピック記念青少年センターにおいて 
  房総里見氏の城跡や館山の戦争遺跡を総合的に結びつけ、地域活性化、安房のＰＲ、行楽

客誘致、平和教育に活かした活動が認められ、受賞したものです。一昨年は全国ネットの大

会が館山で行われ、本会と交流を行いました。両会をはじめとする東京湾をめぐる戦争遺跡
保存団体のネットワークがさらに広がることが期待されます。 
 ★松代大本営の保存をすすめる会が「文化財保存全国協議会」から文化財の保護運動の先

駆者和島誠一を記念する「和島誠一賞」を受賞しました。戦争遺跡保存団体がこの賞を受賞

するのは初めてのことです。（２００７．６．１７） 
 ★全国ネット運営委員の菊池実さんが長野県考古学会の「藤森栄一賞」を受賞しました。

自らの戦争体験を踏まえ、心から平和を愛した考古学者藤森栄一を記念するこの賞を戦跡考

古学を積極的にすすめる菊池さんに贈られることは、考古学の分野で戦争遺跡の研究活動が
積極的に評価されたことで大変意義深いことです。（２００７．６．１７） 
 
            
 
 
 
 
 

2007 年度「港北区ふるさとｻﾎﾟｰﾄ事業」 

    日吉の戦争遺跡ガイド養成講座 10 月開講 
 

 日吉台地下壕保存の会は、2005、2006 年度に続き、今年も港北区のふるさとｻﾎﾟｰﾄ事業に

応募し、「ピースロードふるさと港北 ＰＡＲＴ３」として下記の事業を企画しました。 

１、ガイドブック「戦争遺跡を歩く 日吉」を増刷 地下壕見学の児童・生徒、配布希望 

の学校に無料配布する。 

 
２、2005･2006 年度のガイド養成講座受講者を対象に毎月の定例見学会などでガイド実習を

行う。 
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３、「日吉の戦争遺跡ガイド養成講座」を開催する。 

４、ガイド・展示に使える写真・映像資料の作成 

５、活動の成果を「第 15回川崎・横浜平和のための戦争展」で展示・発表する。 

 

日吉の戦争遺跡ガイド養成講座 ～戦争遺跡を歩いて平和の語り部になろう～ 

 
第 1回 10 月 6日（土） 「日吉の戦争遺跡の特徴」「戦争遺跡ガイドのすすめ」 

10:00～14:30   「日吉の戦争遺跡を歩く ﾌｨｰﾙﾄﾞワーク①」 昼食持参 

第 2回 10 月 20 日（土） 「近代日本の戦争を問い直す」 

     10:00～14:30   「ﾌｨｰﾙﾄﾞワーク②」昼食持参 

第 3回 11 月 10 日（土）  「ﾌｨｰﾙﾄﾞワーク③」 

     13:00～16:30 

第 4回 12 月 1日（土）  「ﾌｨｰﾙﾄﾞワーク④」 

     13:00～16:30 

第 5回 1 月 19 日（土） まとめ 「日吉の戦争遺跡が伝えるものは」 

     13:00～16:30 

 

定員： 30 名（高校生以上） 参加費： 2000 円（全 5回分） 

会場： 慶應義塾大学日吉キャンパス 来往舎会議室 

申込先： ハガキ又はＦＡＸで、①住所 ②氏名 ③連絡先（電話番号・ＦＡＸ）をご記入

の上、下記「ガイド養成講座」係へお申込下さい。  

〆切 9月 29 日（土） 

    横浜市港北区下田町２－１－３３ 喜田方 「ガイド養成講座係」 

 ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０４５－５６２－０４４３ 

 

 

  

 

 

○「小さなまちの小さな平和展」成功でした 
 

 東横線大倉山駅ちかくの小さなギャラリ

ーで、７月９日から１４日まで港北区で活

動するいくつかのグループがあつまり、さ

さやかな平和展が開かれました。この「ギ

ャラリーかれん」は、普段は障害を持つ人

たちの手作り品や絵画などを展示し、販売

もしているところです。そこの小さな壁面

と机を利用して、憲法・自然環境・原子力

発電所そして戦跡などのコーナーができま

した。通りすがりの人が、ひょいと気軽に

入って、一回りして会釈して出て行く、と

いう場面に出会いました。そういう気楽な

戦跡との出会いも、きっと無駄ではないと

思いました。 

                               (運営委員亀岡敦子) 

小さなまちの小さな平和展 
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○「2007 年度平和のための戦争展ｉｎよこはま」 6000 人が来場 
 1945 年 5 月 29 日は、8000 人の命が奪われ、当

時の市民の半数の 31 万人が被災した横浜大空襲

の日です。この日をはさんで、5 月 21 日から 7 月

1 日まで 1 月余の期間、今年で 12 回目の「平和の

ための戦争展ｉｎよこはま」を多くの市内平和団

体とともに開催しました。 
 5 月 21 日から 6 月 29 日まで、今年初めてとり

くんだ 9 区役所での横浜大空襲巡回展は、市民が

身近に参加でき、大きな反響を呼びました。 
 5 月 29 日には、開港記念会館で小山内美江子実

行委員長と小児科医の毛利子来さんの講演、およ

び映画「戦ふ少国民」の上映、6 月 29 日から 7 月

1 日までは、かながわ県民ｾﾝﾀｰで約 500 点の資料展示、山崎洋子さんや笹本妙子さん、華僑

総会の方々による外国人墓地から戦争と平和を考えるトーク、中学生による横浜大空襲や学

童疎開の朗読劇、激戦地の硫黄島で戦争体験された秋草鶴次さんの講演など開催しました。 
 横浜市やマスコミ各社の後援を得て、大きく報道され、全体で 6000 人を超える市民が訪

れました。 
 また、小学校が総合的学習に位置づけて見学し、中学校演劇部が協力するなど平和教育に

も役立てられました。寄せられた多くの感想からも、憲法 9 条を改悪し、戦争のできる国に

しようとする動きの中で、平和の尊さ、戦争の悲惨さを伝え、再び戦争を繰り返さず 9 条を

守る世論をひろげる力になったといえます。自治会・連合町内会から展示の協力依頼や来場

者から、これからも続けてほしい、実行委員会に協力したい、常設展示できる平和博物館・

資料館が欲しいなどの声が従来にまして強く寄せられました。市民と共につくる戦争展を一

層発展させ、常設展示のできる平和博物館を是非実現させたいものです。来年は 5 月 30 日

から 6 月 1 日までかながわ県民ｾﾝﾀｰで開催するとともに、区役所での巡回展をさらに増やし

て開催できればと考えています。  （吉沢てい子） 
 
 
お知らせ 

 

○ 第１５回川崎・横浜平和のための戦争展 開催します。１２月１５・１６日 

川崎市平和館 テーマ「戦争遺跡がいま問いかけるもの」（展示１５・１６）（シンポジ

ウム１６）詳細は次号でお知らせします。 

 

○ 年会費納入のお礼 

２００７年度の会費納入、有難うございました。事務的なミスが何件かあり、ご迷惑お

かけしましたこと、お詫び申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

○ 『アジア太平洋戦争における慶應義塾関係戦没者名簿』(白井 厚編 慶応義塾福澤研究

センター発行 ２００７年８月１５日)が刊行されました。戦没者２２２４名の詳細な名

簿です。希望者は慶応義塾大学出版会０３－３４５１－３５８４に申し込んでください。

頒価・郵送料共千円 

平和のための戦争展ｉｎよこはま 
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●活動の記録    ２００７年 ６月～９月 

６／２３ 運営委員会 会報８３号発送 （慶応高校物理教室） 

６／２９～７／１ 平和のための戦争展ｉｎよこはま （かながわ県民ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ） 

７／４  運営委員会 （慶応高校物理教室） 

７／７  定例見学会 49 名 

７／９～１４ 小さなまちの小さな平和展（ギャラリーかれん）展示とミニトーク 

７／１８ 地下壕見学会 日吉台小学校6年生 109人 

７／２１ 登戸研究所見学 参加者 26 名  旧陸軍登

戸研究所の保存を求める川崎市民の会総会

に参加（中野島ｾﾝﾀｰ）運営委員 

７／２８ 定例見学会 68 名 

７／３１ 「博物館」「平和資料館」構想の検討（慶応

高校物理教室） 平和のための戦争展ｉｎよ

こはま実行委員会 （かながわ県民ｻﾎﾟｰﾄｾﾝ

ﾀｰ） 

８／４  定例見学会 ５６名 

８／１０ 地下壕見学会 戸塚塾 45 名 

８／１８・１９・２０ 第 11 回戦争遺跡保存全国シン

ポジウム東京大会（一橋大学 国立キャンパス） 20 日はﾌｨｰﾙﾄﾞワーク   

８／２９ 地下壕見学会 日吉ロータリークラブ 20 名 

８／３１ 地下壕見学会 新現役ネット 47 名 

９／１  平和のための戦争展川崎・横浜実行委員会 （法政第二高校視聴覚室） 

2007 年度は川崎市平和館で 12 月１５、16 日開催に決定 

９／４  地下壕見学会 新現役ネット ３７名 

９／５  地下壕見学会 若葉台九条の会 ２２名 

 

予 定 

９／１４ 運営委員会 会報８４号発送 

 

《 地下壕見学会の予定 》    

定例 ９／２２・ ９／２９・ １０／２７・ １１／２４・ １２／２２・ １／２６ 

 見学会ガイドｻﾎﾟｰﾄ参加のご連絡は見学会窓口まで。お待ちしています。 

 

定例見学会は毎月第４土曜日に行っています。なお日程が変わる場合もありますので 

必ず見学窓口に申し込んでください。 （見学申込先 ＴＥＬ＆ＦＡＸ０４５－５６２－０４４３   喜田） 

 

   連絡先（会計）亀岡敦子：〒223-0064 横浜市港北区下田町5-20-15  ℡ 045-561-2758 

       （見学会・その他）喜田美登里：横浜市港北区下田町2-1-33  ℡ 045-562-0443 
  ホームページ・アドレス：http://hiyoshidai-chikagou.net/ （新アドレス） 

 

 
 
 
 
 
  
      
 

日吉台地下壕保存の会会報               （年会費）一口千円以上 
発行   日吉台地下壕保存の会   郵便振込口座番号 00250-2-74921 

 
代表   大西章             （加入者名）日吉台地下壕保存の会 
日吉台地下壕保存の会運営委員会 

 

登戸研究所見学会 


